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本
書
は
、
お
よ
そ
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
今
日
ま
で
の
欧
米
（
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
）
と
日
本
の
福
祉
国
家
を
対
象
と
し
、
そ
の
形
成
・
変
容
過
程
を
で
き
る
か
ぎ
り
共
通
の
視
座
か
ら
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

先
進
国
で
は
過
去
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
福
祉
国
家
の
改
革
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
対
応
し
て
福
祉
支
出
を
削
減
し
、
市
場
の
役
割
を
拡
大
さ
せ
る
、
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
多
く
の
国

は
拡
大
す
る
格
差
を
抑
え
込
も
う
と
試
み
、
若
者
や
女
性
へ
の
支
援
を
増
や
し
、
失
業
層
や
移
民
を
包
摂
す
る
政
策
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
こ
で
は
「
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
」「
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「
社
会
的
包
摂
」「
人
へ
の
投
資
」「
自
由
選
択
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
、
実
験
が
く
り
返
さ
れ
て
き
た
。

　

ひ
る
が
え
っ
て
日
本
を
見
て
み
る
と
、
か
つ
て
「
一
億
総
中
流
」
と
称
さ
れ
た
日
本
社
会
で
は
、
今
日
至
る
と
こ
ろ
に
分
断

線
が
引
か
れ
、
そ
の
亀
裂
が
拡
大
し
て
い
る
。
正
規
雇
用
と
非
正
規
雇
用
、
男
性
と
女
性
、
都
市
と
地
方
、
子
ど
も
の
貧
困
な

ど
、
ど
の
指
標
も
深
刻
な
格
差
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
政
策
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
若
者
や
女
性

な
ど
、
社
会
の
再
生
産
を
担
う
層
で
不
安
定
な
暮
ら
し
に
直
面
す
る
人
び
と
が
増
え
て
お
り
、
少
子
化
に
も
歯
止
め
が
か
か
ら

な
く
な
っ
て
い
る
。
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な
ぜ
日
本
で
は
、
新
た
な
状
況
に
対
応
す
る
政
策
が
進
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。
他
の
先
進
国
と
何
が
共
通
し
、
何
が

異
な
っ
て
い
る
の
か
。
二
〇
世
紀
の
先
進
国
に
現
れ
た
福
祉
国
家
は
今
日
ど
こ
に
向
か
っ
て
お
り
、
先
進
国
の
あ
い
だ
で
ど
の

よ
う
な
分
岐
が
見
ら
れ
る
の
か
。
私
た
ち
に
は
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
残
さ
れ
て
い
る
の
か
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
素
朴
な
疑

問
か
ら
出
発
し
て
、
で
き
る
だ
け
広
い
視
野
か
ら
福
祉
国
家
の
ゆ
く
え
を
考
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
三
つ
の
点
を
重
視
し
た
。
第
一
に
、
現
在
ま
で
の
主
要
な
歴
史
学
、
政
治
学
、
社
会

政
策
学
、
政
治
経
済
学
の
研
究
を
で
き
る
だ
け
広
く
渉
猟
し
、
そ
の
全
体
像
を
俯
瞰
す
る
よ
う
心
が
け
た
。
三
〇
年
来
の
福
祉

国
家
改
革
を
受
け
て
、
各
国
ご
と
、
政
策
ご
と
の
変
化
を
分
析
す
る
研
究
は
数
多
く
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
学
の
分
野
で
も
、

国
ご
と
（
あ
る
い
は
地
域
ご
と
）
の
福
祉
の
実
態
を
歴
史
的
に
明
ら
か
に
す
る
研
究
が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
歴
史
研
究
と

現
代
の
政
策
論
を
結
び
つ
け
、
先
進
諸
国
の
共
通
性
と
差
異
を
全
体
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
研
究
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
存
在
し

て
い
な
い
。
本
書
で
は
、
お
も
に
日
本
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
資
料
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
主
要
な
二
次
研
究
と
、
政

党
・
政
治
家
・
社
会
運
動
の
理
念
を
示
す
一
次
文
献
に
目
を
と
お
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
何
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
の
か
、

何
が
論
争
点
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
明
示
す
る
よ
う
心
が
け
た
。
お
も
に
活
用
し
た
機
関
は
、
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
、
東
京

大
学
附
属
中
央
図
書
館
、
法
学
部
附
属
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
、
高
田
早
苗
記
念
図
書
館
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
立
図

書
館
、
社
会
資
料
館
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｌ
Ｓ
Ｅ
図
書
館
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
比
較
の
視
座
の
も
と
で
日
本
を
位
置
づ
け
よ
う
と
試
み
た
。
日
本
の
戦
後
史
や
雇
用
・
福
祉
の
あ
り
方
が
、
他
国

と
比
較
で
き
な
い
「
特
殊
」
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
、
く
り
返
し
語
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
書
で
は
、
戦
後

の
日
本
が
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
と
い
う
国
際
秩
序
、
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
と
い
う
国
内
の
仕
組
み
を
他
国
と
共
有
し
、
一
九
六

〇
年
前
後
に
福
祉
国
家
化
を
遂
げ
た
、
と
理
解
し
た
。
先
進
国
と
の
比
較
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
今
日
の
日
本
社
会
に
み
ら
れ
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る
「
格
差
」
が
、
単
純
な
所
得
格
差
だ
け
で
な
く
、「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
／
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
分
断
」
と
い
う
側
面
を
も
つ
こ

と
、
同
様
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
経
験
か
ら
示
唆
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。

　

第
三
に
、
本
書
は
先
行
研
究
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の
点
で
は
筆
者
の
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。
各
国
で
歴

史
的
に
形
成
さ
れ
た
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
（
支
配
的
な
社
会
規
範
）
の
働
き
を
重
視
す
る
こ
と
、
福
祉
国
家
の
再
編
を
経
路
依
存
と
経
路

破
壊
の
二
つ
の
段
階
に
区
分
す
る
こ
と
、「
政
治
的
機
会
構
造
」
の
開
放
化
／
閉
鎖
化
と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
い
わ
ば
「
上

か
ら
」
と
「
下
か
ら
」
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
違
い
が
福
祉
国
家
を
分
岐
さ
せ
て
い
る
と
と
ら
え
る
こ
と
、
現
代
ア
メ
リ
カ
を

「
金
融
主
導
型
レ
ジ
ー
ム
」
の
典
型
と
と
ら
え
る
こ
と
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
分
岐
を
強
調
す
る
こ
と
、
レ
ジ
ー
ム
を
超
え

た
「
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
」
と
「
自
由
選
択
」
と
い
う
二
類
型
へ
の
収
斂
を
指
摘
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
の
妥
当

性
に
つ
い
て
は
、
読
者
自
身
の
目
で
厳
し
く
判
断
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

＊

　

ま
だ
粗
い
出
来
の
書
物
で
は
あ
る
が
、
本
書
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
多
く
の
方
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
以
下
で
は
本
書
の
内

容
に
直
接
の
影
響
を
与
え
た
方
々
に
し
ぼ
っ
て
謝
辞
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
。

　

筆
者
が
比
較
福
祉
国
家
研
究
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
北
海
道
大
学
大
学
院
の
博
士
課
程
・
助
手
時
代

に
、
た
ま
た
ま
同
大
学
院
に
赴
任
し
て
こ
ら
れ
た
新
川
敏
光
先
生
、
宮
本
太
郎
先
生
の
学
問
に
接
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
当
時
お

二
人
は
、
比
較
政
治
経
済
学
と
い
う
新
し
い
分
野
を
日
本
で
切
り
ひ
ら
き
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
の
議
論
の
射
程
の
広

さ
、
問
題
意
識
の
鋭
さ
に
感
銘
を
受
け
、
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
こ
の
分
野
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
約
一
五
年
が
過
ぎ
、
現
在

こ
の
分
野
は
、
政
治
学
で
も
っ
と
も
活
発
な
領
域
の
ひ
と
つ
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
専
門
分
化
が
進
む
に
つ
れ
て
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全
体
像
を
見
わ
た
す
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
方
法
的
に
も
問
題
意
識
も
、
当
初
見
ら
れ
た
凝
集
性
は
弱
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
本
書
を
執
筆
し
た
最
大
の
動
機
は
、
優
れ
た
先
行
世
代
か
ら
筆
者
が
学
ん
だ
こ
と
を
形
に
し
、
次
の
世
代
（
研
究

者
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
分
野
に
関
心
を
も
つ
学
生
や
一
般
の
方
々
）
へ
と
引
き
継
ぎ
た
い
、
と
思
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

本
書
は
き
わ
め
て
広
い
範
囲
を
扱
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
つ
い
て
は
優
れ
た
専
門
家
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
た
め
、
そ
う

し
た
方
々
に
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
不
可
欠
だ
っ
た
。
以
下
の
方
々
は
労
を
惜
し
ま
ず
、
該
当
す
る
章
の
内

容
に
目
を
と
お
し
、
詳
細
な
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
関
し
て
は
近
藤
康
史
氏
（
筑
波
大
学
）、
ア
メ
リ

カ
に
関
し
て
は
坂
部
真
理
氏
（
大
東
文
化
大
学
）、
ド
イ
ツ
に
関
し
て
は
近
藤
正
基
氏
（
神
戸
大
学
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
関
し
て

は
渡
辺
博
明
氏
（
龍
谷
大
学
）、
日
本
に
関
し
て
は
堀
江
孝
司
氏
（
首
都
大
学
東
京
）
で
あ
る
。
不
躾
な
お
願
い
に
快
く
応
じ
、

専
門
知
識
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
た
だ
し
も
ち
ろ
ん
、
内
容
に
関
す
る
最
終
的
な
責
任
は

筆
者
に
あ
る
。

　

学
会
で
の
議
論
も
本
書
の
構
想
お
よ
び
内
容
に
直
接
の
影
響
を
与
え
た
。
二
〇
一
一
年
度
政
治
学
会
共
通
論
題
、
二
〇
一
二

年
度
比
較
政
治
学
会
分
科
会
、
二
〇
一
四
年
度
社
会
政
策
学
会
共
通
論
題
で
の
報
告
と
討
議
は
、
本
書
の
基
礎
的
な
構
想
を
形

づ
く
る
機
会
と
な
り
、
政
治
学
会
、
比
較
政
治
学
会
、
社
会
政
策
学
会
で
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
の
機
会
で
は
、
若
手
研
究

者
の
議
論
に
多
く
の
刺
激
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　

本
書
の
一
部
は
大
学
で
の
講
義
で
学
生
向
け
に
話
さ
れ
、
修
正
を
く
り
返
す
こ
と
で
現
在
の
形
に
な
っ
た
。
と
く
に
二
〇
一

〇
年
～
一
六
年
度
の
一
橋
大
学
社
会
学
部
の
講
義
（
比
較
政
治
）
で
は
、
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
や
感
想
に
多
く
を
学
ん

だ
。
二
〇
一
六
年
度
の
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
大
学
院
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
も
本
書
の
草
稿
に
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
ほ

か
新
潟
大
学
法
学
部
、
広
島
大
学
法
学
部
、
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
の
講
義
で
も
一
部
の
内
容
を
扱
っ
た
。
こ
れ
ら
の
講
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義
に
参
加
し
、
意
見
や
感
想
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
（
元
）
学
生
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　

最
後
に
、
勁
草
書
房
編
集
部
の
関
戸
詳
子
氏
は
、
遅
々
と
し
て
執
筆
の
進
ま
な
い
筆
者
に
辛
抱
づ
よ
く
働
き
か
け
、
本
書
を

完
成
へ
と
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
各
章
ご
と
に
細
か
く
目
を
と
お
し
、
読
者
の
視
点
を
意
識
し
た
的
確
な
コ
メ
ン
ト
を
く
だ
さ

っ
た
お
か
げ
で
、
本
書
の
読
み
に
く
さ
は
幾
分
か
改
善
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
本
書
は
文
字
ど
お
り
、
編
集
者
と
の
共
同
作
業

の
結
果
で
あ
る
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

な
お
本
書
は
、
以
下
の
研
究
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
若
手
研
究
Ｂ
）「
再
商
品
化
と
脱
商
品
化

─
福
祉
国
家
再
編
の
新
し
い
政
治
的
対
抗
軸
に
関
す
る
比
較
枠
組
み
の
構
築
」（
課

題
番
号22730113

）、
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ａ
、
研
究
分
担
者
）「
福
祉
・
雇
用
レ
ジ
ー

ム
の
転
換
と
利
益
集
団
政
治
変
容
」（
課
題
番
号22243011

）、
二
〇
一
三
～
二
〇
一
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

Ｃ
）「
福
祉
国
家
再
編
の
政
治
的
対
立
軸

─
社
会
的
投
資
戦
略
と
そ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
」（
課
題
番
号25380150

）。田
中
拓
道




